
(一社)大阪府薬剤師会

入退院時の情報共有を軸とした
各種薬学的管理の提案検討事業

令和２年２月３日
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患者のための薬局ビジョン推進事業（大阪府）

（上記の事業実施結果より）
「服薬情報の一元的・継続的な把握をすることが、切れ目の
ない適確な薬物治療の提供につながり、患者目線からも
安心できる」とする評価が確認できた。

（これまでの事業展開）
・2018年度 「退院時の服薬管理情報の共有検討」（箕面市）

・2019年度 「薬薬連携に基づく薬局の薬学的管理機能の
強化推進事業」
（堺市、大阪市天王寺区、南河内地区）
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医療機関

分担試行④地域薬局間の協力体制

分担試行③専門的な薬局の在り方

分担試行②多職種との情報共有

分担試行①服薬状況等の
継続的なフォローアップ

入院時 情報共有シート

薬局薬剤師

薬局間の情報共有（休局等で代理対応があった場合
の情報提供依頼～薬歴管理など）の仕組みについて
検討を図る。（①③の内容とも横断整理）

診療所医師

ケアマネジャー等

専門的な薬局

かかりつけ薬剤師・薬局において、
入院前段階の服用薬の整理等を行い、
服薬状況等を情報提供
※医療機関との調整でQRコード等の活用も検討

（病院の持参薬確認までに実施する）

退院時の「情報共有シート」の内容には、
かかりつけ医、在宅医療の関係職種等に
とっても有益な内容が含まれると推察され
るため、伝達すべき内容や手法の検討を
実施する。

特定機能病院等の病院薬剤部との協議を中心に、他の
地域の薬局への患者紹介を含めたシミュレーション整
理を図る。

患者同意の手段（電話、メー
ル、アプリ等）と頻度で服薬状
況を確認し、患者評価等を調査
する。

７地域

４地域

服薬情報の集約管理及びフィードバックの手法
について、基本的なフローを検討・提案する。

疾病の種類等による特徴を分類し、
基本的な対応フローを検討・提案する

６地域

２地域+１

職種毎のニーズの特徴を整理し、伝達手段
の長短所とともに、基本的な対応フローを
検討・提案する。

普遍的なこととして整理（一部は実証）できることを
基本的なフローとして検討・提案する。

退院時 情報共有シート

相互の専門性の補完や理解を深めるため、
医療機関と薬局間で相互研修を実施する。
• 情報共有方法の運用に関すること
• 互いの業務に同行（薬局薬剤師による病棟業務、逆に

病院薬剤師が在宅訪問業務等）

かかりつけ薬剤師・薬局へ、退院後
の服薬指導に必要な情報を提供

相互研修
令和元年度薬局の連携体制整備のための検討モデル事業
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医療機関入院時 情報共有シート

薬局薬剤師

かかりつけ薬剤師・薬局において、
入院前段階の服用薬の整理等を行い、
服薬状況等を情報提供
※医療機関との調整でQRコード等の活用も
検討
（病院の持参薬確認までに実施する）

退院時 情報共有シート

相互の専門性の補完や理解を深めるため、
医療機関と薬局間で相互研修を実施する。
• 情報共有方法の運用に関すること
• 互いの業務に同行（薬局薬剤師による病棟業務、
逆に病院薬剤師が在宅訪問業務等）

かかりつけ薬剤師・薬局へ、退院後
の服薬指導に必要な情報を提供

相互研修

共通事業

• 医療機関における入院時の薬剤確認の負担軽減を図ることに加えて、退院後も切れ目なく効率的
に薬局機能を発揮し易くすることで、地域医療における患者の服薬管理の安心安全に繋げる。

• 業務の効率化を図り、患者とのコミュニケーションに時間を多く割り当てることが出来る。



分担試行④地域薬局間の協力体制

分担試行③専門的な薬局の在り方

分担試行②多職種との情報共有

分担試行①服薬状況等の
継続的なフォローアップ

薬局薬剤師

薬局間の情報共有（休局等で代理対応が
あった場合の情報提供依頼～薬歴管理な
ど）の仕組みについて検討を図る。（①
③の内容とも横断整理）

診療所医師

ケアマネジャー等

退院時の「情報共有シート」の内容には、
かかりつけ医、在宅医療の関係職種等に
とっても有益な内容が含まれると
推察されるため、伝達すべき内容
や手法の検討を実施する。

専門的な薬局

特定機能病院等の病院薬剤部との協議を
中心に、他の地域の薬局への患者紹介を
含めたシミュレーション整理を図る。

患者同意の手段（電話、メー
ル、アプリ等）と頻度で服薬状
況を確認し、患者評価等を調査
する。

７地域

４地域

服薬情報の集約管理及びフィードバック
の手法について、基本的なフローを検討
・提案する。

疾病の種類等による特徴を分類し、
基本的な対応フローを検討・提案する

６地域

２地域+１

職種毎のニーズの特徴を整理し、
伝達手段の長短所とともに、基本的
な対応フローを検討・提案する。

普遍的なこととして整理（一部は実証）
できることを基本的なフローとして検討
・提案する。

分担試行
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モデル事業を実施する地域薬剤師会

池田市

堺市

八尾市

松原市

高槻市

寝屋川市

泉佐野市

大阪市東淀川区

大阪市西淀川区

大阪市天王寺区

大阪市住吉区
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モデル事業を実施する地域薬剤師会

地域薬剤師会名 
または 

医療機関名 

(共通)入退院時の 
服薬情報の共有 

①服薬状況等の 

継続的な 

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ 

②多職種との情

報共有 

③専門的な薬局

の在り方 

④地域薬局間の 

 協力体制 

東淀川区 ○  ○ ○  

西淀川区 ○  ○   

天王寺区 ○   ○ ○ 

住吉区 ○ ○    

池田市 ○ ○    

高槻市 ○ ○   ○ 

寝屋川市 ○ ○ ○   

八尾市 ○ ○ ○  ○ 

松原市 
（南河内ﾌﾞﾛｯｸ） ○ ○    

堺市 ○  ○   

泉佐野 ○ ○ ○  ○ 

大阪国際 
がんセンター 

－   ○  7

• 事業実施11地域薬剤師会へ
データで配布

• 掲示用としてポスターや、
説明用のチラシ等で活用

• 昨年、一昨年の薬局ビジョ
ン推進事業同様、病院での
啓発（掲示など）としても
活用

モデル事業周知ポスター
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患者向け説明資材（案）

問合せ先：説明された保険薬局
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入退院時情報共有シートひな形

• 昨年度、一昨年度の「患者
のための薬局ビジョン推進
事業」実施報告などをもと
にひな形を作成。

• 本事業結果から、今後各地
域で利活用できるフォー
マットを成果物とする
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【入退院時の服薬情報の共有】
参加薬局数：４１４薬局
参加病院数：１６病院
集計票（薬局用 入院時）：１３３枚
集計票（薬局用 退院時）：７８枚
集計票（病院用 入院時・退院時）：２８枚
アンケート（患者用）：２２枚
アンケート（薬局用）：８枚

【分担試行① 服薬状況等の継続的なフォローアップ】
参加薬局数：３２３薬局
参加病院数：１５病院
薬局用 調査表：８９枚
アンケート（患者用）：１１枚

集計票、調査表、アンケート 回収状況（１１月末）
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【分担試行② 多職種との情報共有】
参加薬局数：１０７薬局
参加病院数：２病院
薬局用 調査表：６枚
アンケート：１枚

【分担試行③ 専門的な薬局との連携】
参加薬局数：５０薬局
参加病院数：１病院
アンケート（薬局用）：１２３枚
アンケート（病院用）：１１枚

【分担試行④ 地域薬局間の協力体制】
参加薬局数：１０７薬局
参加病院数：２病院
薬局用 調査表：４枚

以上が、１１月末までの回収状況です。事業実施期間は、１２月末までと
なりますので、今後も増加が見込まれます。

集計票、調査表、アンケート 回収状況（１１月末）
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分担試行③ 専門的な薬局の在り方

（実施内容）

「大阪国際がんセンター」近隣薬局及び大阪市内の薬局を対
象に「化学療法に関する薬薬連携研修会」を開催し、研修会を
通じて経口抗がん剤の薬薬連携シートを作成し、保険薬局の
モニタリングによるトレーシングレポートの病院へのフィードバッ
クといったフローを検討した。

（目的）

特定機能病院である「大阪国際がんセンター」の薬剤部との
協議を中心に、他の地域の薬局への患者紹介を含めたシミュ
レーション整理を実施し、普遍的なこととして整理（一部は実
証）できることを基本的なフローとして検討・提案する。
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分担試行③ 専門的な薬局の在り方

・主 催：一般社団法人 大阪府薬剤師会

・会 場：大阪国際がんセンター ６階 大会議室

・対 象：大阪市内５０薬局の保険薬剤師５０名

大阪国際がんセンター外来化学療法に関する薬薬連携研修会

（概要）

大阪国際がんセンターの薬局の協力を得て、外来化学療法
に携わる専門的な薬局を対象に、薬薬連携のための研修会
（グループワーク含む）を開催した。
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分担試行③ 専門的な薬局の在り方

（第２回） 令和元年１０月３１日（木）１９：００～２０：３０ 出席者４４名
①第１回研修会「ベージニオ®連携シート」の使用実績の検討
②講義：大腸がん注射抗がん剤「アービタックス®＋FOLFIRI」レジメンについて
講師：大阪国際がんセンター 薬薬連携推進室長 角川 幸男 氏
③グループワーク：分子標的薬による皮膚障害対策

（第１回） 令和元年９月２４日（火）１９：００～２０：３０ 出席者４５名
①講義：乳がん経口抗がん剤「ベージニオ®」について
講師：大阪国際がんセンター 副薬局長 髙木 麻里 氏

②グループワーク：「ベージニオ®連携シート」への適用の検討

（第３回） 令和元年１２月３日（火）１９：００～２０：３０ 出席者４４名
①講義：在宅緩和ケアにおける薬局の役割
講師：山本薬局本店 山本 新一郎 氏
②病院施設見学等（薬局，外来化学療法室）

大阪国際がんセンター外来化学療法に関する薬薬連携研修会
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分担試行③ 専門的な薬局の在り方

研修会（全３回） 参加薬局アンケート
回答数１２３（回収率９２％，参加者延べ１３３名）

満足している
94%

どちらでもない
4%

満足していない
2%

研修内容の満足度

満足している
77%

どちらでもない
21%

満足していない
2%

抗がん剤の知識の習得

必要
99%

どちらでもない
1%

研修の必要性

ある
92%

ない
8%

抗がん剤調剤の有無
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分担試行③ 専門的な薬局の在り方

研修会（全３回） 参加薬局アンケート
回答数１２３（回収率９２％，参加者延べ１３３名）

予定している
39%

どちらでもない
44%

予定して

いない
17%

専門医療機関連携薬局の届出予定

46件

66件

92件

100件

55件

抗がん剤の院外処方

トレーシングレポート

レジメンの公開

研修会の開催

カンファレンスへの参加

0 50 100 150
専門医療機関に望むもの（複数回答可）

39件
73件

45件
45件

60件
45件

26件
14件

35件

一定以上の実務経験の有無

専門・認定薬剤師の認定の取得

研修施設での一定期間の研修歴

学会発表

論文発表

一定数の症例報告

地域の他薬局への研修の実施

面での処方応需体制

施設における設備投資体制

0 20 40 60 80

専門医療機関連携薬局の要件で

難易度が高いもの（複数回答可）
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分担試行③ 専門的な薬局の在り方

病院講師向けアンケート
回答数１１（回収率１００％，講師１１名）

満足している
64%

満足していない
36%

抗がん剤に関する薬局薬剤師の理解度

必要
100%

薬局薬剤師に対する研修の必要性

知っている
64%

知らない
36%

専門医療機関連携薬局の役割
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分担試行③ 専門的な薬局の在り方

病院講師向けアンケート
回答数１１（回収率１００％，講師１１名）

6件

6件

9件

5件

6件

2件

がん専門薬剤師の配置

トレーシングレポートの活用

レジメンの理解

治療方針の理解

地域の薬局への研修会の企…

その他

0 2 4 6 8 10

専門医療機関連携薬局に期待する内容

（複数回答可）

8件

7件

2件

研修会の開催

トレーシングレポートの活用

その他

0 2 4 6 8 10

今後薬局と連携を図るために必要な取組み

（複数回答可）

ある

18%

ない

82%

薬局から報告を希望する内容、

実際に報告事例はあるか
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あらかじめ病院との薬薬連携研修会等に参加

医師

薬剤師

患者

保険薬局

①受診

②薬薬連携シート

③薬薬連携シート

④モニタリング
副作用確認

⑤受診勧告

⑥トレーシングレポート

⑦医師へ連絡

情報共有

専門医療機関

分担試行③ 専門的な薬局の在り方（フロー）
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分担試行③ 専門的な薬局の在り方（フロー）
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分担試行③ 専門的な薬局の在り方（フロー）
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分担試行③ 専門的な薬局の在り方（フロー）
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分担試行③ 専門的な薬局の在り方（フロー）
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